
就
會
科
學
の
性
質
に
關
ナ
る
コ
ー
ン
の
見
解
に
就
て

藤
井
健
治
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
闇

　
　
一
方
に
は
記
述
科
學
、
論
明
科
學
、
蹄
納
科
學
が
あ
ウ
、
他
方
に
は
規
範
科
學
、
評
債
科
學
、
有
極
科
學
、

　
演
繹
科
學
が
あ
る
。
此
等
爾
種
の
科
學
の
關
係
に
つ
い
℃
、
コ
『
ン
は
こ
ば
其
誤
達
の
径
路
に
於

　
け
る
楷
書
に
過
さ
ぬ
。
從
て
某
々
の
科
學
は
記
述
科
學
、
説
明
科
學
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
之
に
反

　
し
て
某
々
の
二
二
は
規
範
四
二
、
評
便
科
學
で
な
け
れ
ば
な
ら
綴
な
ど
と
い
ふ
こ
と
が
な
い
と
主

　
張
し
て
み
る
。

　
　
　
Ω
8
お
O
o
乞
P
團
夢
向
犀
q
犀
鎚
弓
a
o
適
旨
。
駐
ρ
図
。
唱
昌
国
撃
σ
q
o
P
δ
鵠

　
　
コ
「
ン
は
科
學
は
號
達
す
る
に
從
て
、
其
取
扱
ふ
問
題
竜
、
ヌ
其
取
扱
ふ
仕
方
階
段
々
鍵
化
す
る

脳
竜
の
で
あ
る
・
自
然
科
學
て
竜
・
人
事
科
學
で
竜
或
る
時
代
に
は
記
蓮
科
學
設
明
科
學
で
あ
互
そ

　
　
　
　
　
魔
愈
科
攣
の
性
質
に
關
す
る
コ
ー
ン
の
見
驚
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
聞
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哲
．
攣
研
究
　
第
五
＋
五
鵬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

れ
が
他
の
時
代
に
は
規
範
科
學
、
評
債
科
學
と
な
う
、
叉
そ
の
反
野
に
興
る
時
代
に
規
範
科
學
、
募
債

科
學
で
あ
っ
た
竜
の
が
、
次
の
時
代
に
は
記
述
科
學
、
読
明
科
學
と
な
る
の
で
あ
る
。
是
は
す
べ
て

リ
ト
ミ
ツ
ン
ユ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘

音
律
的
に
開
化
す
る
竜
、
の
で
あ
る
。
特
に
倫
理
學
に
つ
い
て
い
へ
ば
、
倫
理
學
は
、
寵
異
界
學
、
読
明

科
學
か
、
叉
は
規
範
科
挙
、
評
職
制
學
か
、
触
れ
か
其
一
方
で
な
け
れ
ば
な
ら
毅
な
ど
と
い
ふ
遣
・
理
は

な
い
、
内
耳
達
の
如
何
に
よ
っ
て
、
前
者
で
あ
っ
て
竜
可
し
、
ヌ
後
者
で
あ
っ
て
竜
妨
け
な
い
。
そ
れ

故
に
憎
｝
ン
は
ヴ
ン
ト
が
倫
理
學
は
規
範
雪
覆
で
あ
る
、
永
久
的
に
規
範
科
學
で
あ
ら
ね
ば
な
ら

ぬ
と
し
控
見
解
に
反
外
し
て
ゐ
乃
も
、
（
同
書
・
二
五
六
i
二
五
七
頁
、
）
叉
レ
ヴ
ィ
ブ
〃
ユ
『
ル
や
ヘ
フ
デ
ィ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ブ
ラ
ク
チ
フ
シ
ユ

ン
グ
等
が
、
凡
そ
科
學
は
皆
實
用
的
で
あ
．
る
が
、
そ
れ
が
進
歩
す
る
に
保
て
、
具
象
的
な
主
観
の
色
彩

が
淡
く
な
っ
て
、
段
療
鋤
象
的
な
、
論
理
的
な
、
客
観
の
色
合
に
礎
ゆ
で
し
ま
う
も
の
で
あ
る
。
故
に

倫
理
學
も
、
進
歩
し
な
い
過
去
の
倫
理
學
は
實
用
的
な
も
の
、
規
範
的
な
も
の
、
評
債
的
な
も
の
で
あ

っ
た
が
、
將
來
の
倫
理
學
は
其
貿
用
的
と
い
ふ
こ
と
を
離
れ
て
、
純
然
た
る
記
述
的
、
説
明
的
の
科
學

に
な
ら
ね
ば
・
な
ら
繊
。
而
し
て
期
く
セ
得
π
慮
の
性
質
は
、
科
學
と
し
て
．
の
倫
理
學
の
當
さ
に
居

’る

ﾗ
き
性
質
な
る
が
故
鎭
永
久
．
に
此
性
質
を
失
は
し
め
て
は
な
ら
綴
と
い
憲
見
に
量
る
て
も

反
野
の
見
解
を
表
示
し
て
ゐ
惹
。
（
同
書
二
六
四
頁
其
他
虚
々
）
。
但
コ
ー
ン
竜
路
家
の
倫
理
學
は

祉
會
母
野
の
輔
と
し
て
記
述
科
學
、
論
明
科
學
で
あ
ら
ね
ば
ぼ
ら
臓
と
い
ふ
こ
と
を
認
容
し
て
、
其



織
に
就
て
は
必
ず
し
も
レ
ヴ
ィ
・
プ
七
霧
ル
の
見
解
に
反
歯
し
て
み
る
の
で
な
い
。
唯
レ
ヴ
ィ
・
ブ
ル
ユ

『
ル
等
は
そ
れ
が
倫
理
學
の
當
さ
龍
あ
る
べ
き
性
質
で
、
今
後
永
遠
な
翻
る
べ
か
ら
ざ
る
竜
の
の

や
う
「
に
考
へ
て
る
る
の
に
甥
し
て
、
コ
璽
ン
は
必
ず
し
竜
今
後
永
遽
と
い
は
ず
、
叉
規
範
科
學
、
評
便

・
科
學
に
獲
る
こ
と
あ
る
か
竜
知
れ
ず
、
叉
獲
っ
て
竜
論
理
上
敢
て
不
都
合
は
な
い
の
ぞ
あ
る
が
、
兎

に
角
今
日
の
倫
理
學
、
否
一
般
就
會
科
學
の
進
歩
．
は
、
彼
等
を
し
一
て
記
述
科
學
、
説
明
科
學
な
ら
し
あ
曹

る
程
度
に
達
し
て
み
る
と
い
ふ
≧
と
を
い
ふ
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

「
二

　
　
　
レ
ヴ
ィ
プ
ル
ユ
．
墜
ア
の
や
う
な
考
方
は
（
犀
寓
。
ω
湯
島
琶
9
亀
己
Q
o
凶
Φ
u
o
ρ
国
β
σ
Q
ド
日
窮
霧
ピ
這
O
α
）
は
べ
レ
訟
ン
．
F

　
　
が
新
論
理
學
を
提
唱
し
π
時
か
ら
、
特
に
コ
ン
ト
が
實
謹
哲
學
を
主
張
し
だ
時
か
ら
あ
う
尤
考
て
、

　
　
レ
ザ
ィ
プ
ル
ユ
凄
粥
の
倫
理
學
の
性
質
に
關
す
る
考
察
は
、
コ
ジ
誉
の
冥
想
を
敷
．
畏
し
π
酪
の
で
あ
る
「

　
　
と
い
へ
δ
し
、
二
七
葎
で
は
氏
と
巴
里
大
學
の
同
僚
で
あ
っ
だ
デ
ュ
ル
ケ
し
ム
な
ど
竜
侶
刑
し
て
ゐ

　
　
」
る
説
で
あ
る
。
（
国
」
）
謹
匪
Φ
ぎ
し
」
塁
舅
α
σ
Q
一
⑦
。
・
無
Φ
剴
冒
α
跨
。
幽
Φ
ω
o
鉱
9
0
ρ
凶
ρ
賃
P
団
s
。
目
貫
ぢ
O
μ
）
。
然
る
k
コ
葺
ン

　
　
は
其
詮
に
竜
反
聾
し
、
叉
読
明
科
學
、
規
碗
秤
學
の
永
久
的
鑑
別
の
見
解
に
も
反
饗
し
て
、
更
に
新
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ

．
．
遡
い
挙
揚
を
考
出
し
π
違
瑛
彼
の
創
見
で
あ
っ
て
そ
れ
が
コ
ペ
ン
丁
グ
美
學
の
金
牌
賞
を
得

　
　
　
　
　
　
…
融
會
科
學
の
性
質
に
翻
…
す
る
ゴ
ー
ン
の
見
解
κ
　
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
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哲
學
研
究
　
　
第
誠
十
五
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
懸

た
所
以
で
あ
ら
う
か
。

　
さ
て
設
明
的
と
規
範
的
と
、
科
學
の
進
歩
に
つ
れ
て
音
律
的
に
交
代
す
る
竜
の
と
し
て
、
其
交
代

す
る
の
に
は
、
何
等
か
そ
れ
を
し
て
交
代
せ
し
め
る
所
の
契
機
が
な
け
れ
ば
な
ら
胃
弱
で
あ
る
。

其
契
機
は
何
で
あ
る
か
。
　
コ
『
ン
は
を
れ
を
経
濟
計
上
で
い
ぶ
最
大
効
果
説
（
意
繹
）
（
崔
銘
二
月
塁

鷲
。
三
Φ
舅
）
で
論
明
し
て
み
る
。
人
類
の
経
濟
生
活
は
生
産
方
法
と
生
産
と
の
間
に
生
ず
る
最
大
効

果
が
墓
準
と
な
っ
て
、
其
黒
化
、
登
達
を
進
あ
て
行
て
る
る
竜
の
や
あ
る
。
帥
ち
纏
濟
生
活
の
駿
達

と
は
、
生
産
作
業
と
其
成
果
と
の
關
係
が
、
時
間
的
に
、
塞
閲
的
に
、
段
々
間
接
的
に
な
う
、
縁
遠
く
な
る

と
い
ふ
乙
と
で
あ
る
。
漁
獄
時
代
の
経
濟
生
活
は
、
漁
猿
作
業
其
者
が
直
ち
に
其
成
果
を
画
け
、
而

し
て
直
ち
に
衣
食
の
需
用
を
満
だ
す
が
故
に
、
作
業
と
成
果
と
の
關
係
は
甚
だ
直
接
な
る
も
の
で

あ
る
。
農
業
時
代
に
な
る
と
、
播
種
と
牧
獲
と
の
間
に
、
種
々
複
雑
し
π
作
業
が
挿
入
さ
れ
ね
ば
な
ら

ず
、
叉
必
ず
多
少
の
臨
月
の
経
過
が
含
蓄
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
か
ら
、
生
産
方
法
と
生
産
と
の
開
係
は

絵
革
外
接
的
な
、
而
し
て
縁
遠
い
も
の
と
な
る
。
国
辱
生
活
が
更
に
進
歩
し
、
更
、
に
複
維
に
な
れ
ば
、

爾
者
の
關
係
は
愈
聞
接
的
と
な
る
。
し
か
し
生
産
方
法
と
生
，
産
と
の
關
係
が
如
何
に
間
接
的
に

な
る
と
は
い
へ
、
無
限
に
そ
れ
が
延
長
さ
れ
る
乙
と
は
な
い
。
例
へ
ば
銀
行
へ
の
預
金
は
、
當
座
よ

釦
竜
定
期
、
叉
同
じ
定
期
で
も
年
数
が
長
け
れ
ば
長
い
程
、
利
率
が
段
々
高
く
な
っ
て
預
金
者
に
利



　
盆
で
あ
る
。
等
温
濡
者
は
た
と
ひ
預
け
期
間
を
長
く
す
れ
ば
す
る
程
利
払
で
あ
ら
う
と
い
ふ
こ

　
と
を
知
っ
た
に
し
π
腱
が
、
百
年
、
二
百
年
と
い
ふ
や
う
な
、
自
分
の
一
代
申
に
は
到
底
引
出
す
こ
と

「
が
珊
珊
な
い
や
う
な
長
い
期
間
で
預
金
す
．
る
竜
の
は
甚
だ
稀
で
あ
っ
て
、
大
概
良
分
の
二
野
さ
う

　
と
思
ム
年
限
と
其
費
途
と
を
考
へ
て
、
共
間
に
於
て
最
大
の
効
果
を
墨
け
得
る
や
う
に
し
て
預
金

　
す
る
竜
の
で
あ
る
。
即
ち
生
産
方
法
と
生
産
と
は
、
考
へ
能
ふ
最
大
の
効
果
で
結
合
し
得
る
限
ウ
、

　
時
間
的
に
隔
て
ら
れ
る
竜
の
で
あ
っ
て
、
其
最
大
．
効
果
の
限
度
を
超
え
て
嚢
で
も
隔
て
ら
れ
る
竜

　
の
で
な
ザ
。
　
か
5
い
ム
の
が
纏
濟
學
上
の
最
大
効
果
詮
と
い
ム
の
で
あ
る
。

　
　
コ
翼
ン
は
そ
れ
と
同
様
な
考
察
を
記
述
科
學
、
設
明
科
學
と
、
親
範
科
學
、
評
学
科
學
と
の
音
律
的

　
交
代
に
加
へ
て
、
そ
の
交
代
は
科
學
と
利
盆
（
円
蓉
⑦
屡
ω
①
）
と
の
問
に
於
け
る
最
大
効
果
の
契
機
に
予
て

　
決
定
さ
れ
る
竜
の
で
あ
る
と
い
っ
て
み
る
。
す
ぐ
目
前
に
効
果
を
蒸
け
る
や
う
な
科
學
は
、
間
性

　
．
整
髪
濫
用
的
で
、
規
範
的
で
、
評
便
的
で
、
あ
っ
て
、
共
二
合
に
於
て
は
科
學
と
利
盆
と
の
結
合
が
頗
る

　
近
接
的
に
な
っ
て
み
る
が
、
し
か
し
其
利
盆
は
極
あ
て
狭
小
の
入
園
に
局
限
さ
れ
て
る
る
も
の
で

　
あ
る
。
然
る
に
科
學
が
遙
歩
す
る
に
從
て
、
三
思
と
利
盆
と
の
距
離
は
段
々
遠
く
な
る
が
、
し
か
し

　
其
笑
う
に
其
利
雪
の
需
均
す
る
範
園
は
野
々
廣
く
且
大
と
な
る
。
科
學
の
爲
の
科
學
と
か
、
整
理
．

㎜
の
爲
の
眞
理
と
か
い
ふ
の
嫉
蜥
乏
段
々
海
盆
か
ら
蓮
距
難
に
隔
て
ら
れ
π
時
代
の
科
罰
の
牲

　
　
　
　
　
概
曾
科
學
の
…
從
質
に
醐
す
る
コ
3
ン
の
見
解
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五



　
　
　
　
　
哲
　
　
鳳
甲
　
研
　
　
究
　
　
　
第
　
蕊
　
⊥
T
　
五
　
簡
罰
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
ハ

㈱
質
を
意
廉
し
禿
慮
の
斌
の
で
あ
る
。
然
し
科
學
は
無
限
に
利
盆
か
ら
遠
け
ら
れ
、
離
さ
れ
る
ど
が

　
出
來
顧
。
た
と
ひ
其
距
離
は
如
何
に
遼
蓮
な
竜
の
で
あ
っ
て
も
、
科
學
は
究
覧
ぽ
三
盆
と
結
合
し

　
な
け
れ
ば
な
ら
澱
。
　
此
青
磁
に
於
て
コ
『
ン
は
脛
濟
的
認
識
論
…
、
宮
漏
…
主
義
マ
ッ
ハ
、
ア
ヴ
ェ
ナ
↑
リ
ウ
ス

　
等
の
認
識
論
を
是
認
し
て
み
る
コ
唯
此
等
の
認
識
論
の
弱
鮎
は
、
科
學
の
螢
達
の
各
楷
段
が
」

　
詳
し
く
い
へ
ば
科
學
を
組
織
す
る
各
断
定
が
す
べ
て
實
用
的
で
、
有
効
的
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
諏
と

　
す
る
織
に
存
す
、
る
。
科
學
と
黙
黙
と
の
關
係
ば
．
其
等
の
認
識
論
が
滲
へ
る
や
う
に
し
か
く
簡
軍

　
な
も
の
で
は
な
い
。
具
象
臨
な
、
而
し
て
人
間
的
な
利
金
は
、
科
學
か
ら
之
を
除
去
す
る
こ
と
が
出

　
來
る
。
　
若
し
假
・
9
に
墨
蹟
◎
と
利
盆
と
の
關
係
が
共
等
の
認
識
論
が
考
へ
る
や
う
に
簡
箪
な
竜
の

　
な
ら
ば
」
度
記
述
的
な
蹄
納
的
な
『
正
し
い
』
蓮
に
就
泥
科
豆
肉
再
び
演
繹
的
な
、
規
範
的
な
取
扱
方

　
に
起
る
と
い
ふ
こ
と
が
、
如
何
に
し
て
も
理
解
さ
れ
る
こ
と
が
出
面
な
い
。
乙
ん
な
風
に
コ
「
ン

　
’
ば
演
繹
科
學
と
、
騰
納
科
學
、
説
明
科
學
と
規
範
科
學
、
劇
毒
科
學
と
評
儂
科
科
學
と
の
書
律
的
交
代

　
の
契
機
を
説
明
し
て
み
る
。

　
　
コ
r
ン
は
自
己
の
か
5
し
π
説
を
確
め
ん
が
爲
に
，
占
星
術
か
ら
天
心
學
、
甘
甘
術
か
ら
化
學
の

　
登
達
し
て
來
π
こ
と
や
、
叉
女
法
學
、
法
學
等
の
登
藩
を
例
謹
と
し
て
論
述
し
て
み
る
。
（
同
書
第
三

　
二
言
二
章
二
五
六
頁
－
二
八
二
頁
。
血
中
で
も
特
に
第
八
節
か
ら
第
十
三
節
に
至
る
）
。



三

　
　
是
が
コ
7
ン
の
最
大
効
果
誘
の
要
領
で
あ
る
が
、
之
を
科
學
と
利
欲
と
の
關
係
に
鷹
碧
し
て
、
設

　
明
科
學
と
規
範
曲
面
と
の
交
代
を
語
明
し
た
の
も
、
彼
の
創
意
の
存
す
る
腱
で
あ
る
。

　
　
コ
『
ン
の
か
う
し
た
思
想
拡
、
彼
の
『
倫
理
學
と
杜
．
會
學
』
と
い
ム
書
中
に
組
織
し
た
る
膿
系
中
に

　
於
て
、
如
何
な
る
位
置
を
占
め
て
み
る
か
と
い
ふ
に
、
從
來
の
規
範
科
學
と
し
て
の
倫
理
學
の
間
に

　
も
、
叉
同
様
に
從
來
の
肚
會
學
の
問
に
も
、
幾
多
の
難
鮎
が
あ
．
つ
て
、
從
て
倫
理
學
と
疵
画
論
と
の
關
・

　
係
が
分
明
に
な
っ
て
み
な
い
。
然
る
に
此
等
の
面
面
は
結
局
す
る
菊
科
學
と
利
盆
、
個
人
と
多
藪
、
，

　
及
責
任
乏
い
ム
三
の
問
題
に
括
約
さ
れ
て
七
ま
う
竜
の
で
、
此
三
の
問
踵
を
解
指
す
れ
ば
、
自
然
從

　
來
の
倫
理
學
と
誌
面
學
と
に
含
蓄
さ
れ
て
る
る
難
織
を
解
き
、
か
ね
て
雨
學
の
關
係
を
明
に
す
る

　
乙
と
が
幽
曇
る
。
　
コ
」
ン
は
か
や
う
に
考
へ
て
、
寵
述
的
法
馬
學
、
及
記
述
的
倫
理
學
の
可
能
を
豫

　
縦
し
、
而
し
て
爾
學
は
相
依
の
關
係
に
あ
る
ζ
と
を
論
断
し
喪
の
で
あ
る
。
か
う
↓
尤
の
が
、
下
書

　
の
結
構
で
あ
る
が
（
同
書
第
一
編
、
第
二
編
及
第
三
編
第
一
章
第
一
、
二
節
等
）
、
從
て
科
學
と
利
落
と
い
．

　
ム
問
題
は
「
彼
の
記
述
的
画
論
學
、
訳
出
的
倫
理
學
の
可
能
い
並
に
爾
學
の
關
係
を
決
定
す
る
三
關
鍵

区
報
の
こ
で
あ
る
・
彼
は
斯
く
の
如
く
記
述
的
の
甦
會
學
と
倫
理
學
と
を
主
張
し
て
ぬ
る
が
故
に

　
　
　
　
　
駈
曾
科
総
の
糠
挿
質
に
爾
す
る
瓢
，
璽
ン
の
昆
解
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
．
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
七



　
　
　
　
　
欝
畢
醗
究
篤
「
五
十
五
號
．
八

㎜
科
學
と
利
盆
と
の
關
係
問
題
に
つ
い
て
の
論
述
が
、
馬
廻
科
學
、
規
範
科
學
と
の
關
係
、
即
ち
彼
の
見

1
　
解
に
從
へ
ば
爾
者
の
昔
律
的
交
代
を
提
唱
す
る
や
う
に
な
っ
た
の
は
、
彼
の
此
書
申
に
示
し
泥
る

　
思
想
の
蓮
ひ
方
か
ら
し
て
、
建
に
當
然
の
成
行
と
謂
は
ざ
る
を
得
な
い
。

　
　
コ
謬
ン
の
か
㌧
る
思
想
に
野
し
て
は
、
種
々
の
疑
問
が
提
出
さ
れ
る
。
例
へ
は
爾
學
の
律
的
交

　
代
を
決
定
憾
る
所
の
最
大
効
果
と
い
ふ
は
、
如
何
に
し
て
之
を
決
定
す
る
乙
と
が
出
労
る
で
あ
ら

　
う
か
。
輕
濟
的
生
活
と
認
識
生
活
と
の
発
達
を
、
全
く
並
行
的
に
説
明
す
る
乙
と
が
出
契
る
竜
の

　
で
あ
る
か
ど
う
か
．
叉
探
究
心
、
若
し
く
は
驚
異
に
野
す
る
究
明
心
は
、
利
用
と
い
ふ
も
の
以
外
、
科
學

　
の
動
機
と
し
て
閑
却
し
得
る
程
些
少
な
竜
の
で
あ
る
か
、
叉
其
心
は
必
ず
利
用
を
欲
す
る
の
心
か

　
ら
涙
生
せ
し
め
ら
れ
得
る
竜
の
な
る
か
、
是
等
溌
多
の
問
題
が
提
供
さ
れ
る
。
し
か
し
是
等
は
比

　
較
的
枝
葉
の
問
題
で
、
其
解
繹
の
如
何
は
勿
論
全
膿
の
思
想
膿
系
の
上
に
多
少
の
憂
化
を
及
ぼ
す

　
に
は
相
違
な
い
が
、
し
か
し
コ
；
ン
の
眼
目
と
し
て
み
る
認
述
、
規
範
爾
科
學
の
音
律
的
交
代
並
に

　
共
交
代
を
決
定
す
る
所
の
最
大
効
果
の
思
想
は
．
そ
れ
が
爲
に
顛
覆
せ
し
あ
ら
れ
る
や
う
な
こ
と

　
は
な
い
。

　
　
廣
く
い
へ
ば
一
般
に
枇
會
科
學
、
特
に
は
倫
理
學
に
つ
い
て
い
へ
ば
吾
人
の
疑
問
と
す
る
所
は
、

　
詑
述
科
學
と
規
範
科
學
と
の
關
激
動
何
と
い
ふ
の
で
は
な
い
。
爾
者
の
關
係
如
何
を
い
ふ
時
に



　
は
．
既
に
雨
第
二
學
の
成
立
を
豫
益
し
て
の
上
の
こ
と
で
あ
る
が
、
吾
人
の
疑
問
と
す
る
所
は
規
範

　
科
學
と
い
ふ
科
學
が
論
理
上
果
し
て
成
立
し
得
る
か
．
成
立
し
得
る
と
せ
ぱ
如
何
に
し
て
成
立
す

　
る
か
、
む
し
ろ
か
う
し
π
織
に
存
す
る
の
で
あ
る
。
若
し
爾
種
科
學
は
成
立
し
得
る
竜
の
と
し
て
、

　
而
か
も
そ
れ
は
ヴ
ン
ト
の
論
じ
て
み
る
や
う
に
、
軍
に
吾
人
の
考
察
の
仕
方
に
過
さ
な
い
も
の
と

　
す
れ
ば
（
嶺
導
食
臨
急
興
国
巳
Φ
剛
け
毒
σ
Q
）
、
倫
理
學
は
認
蓮
學
で
あ
っ
て
迷
夢
し
、
規
範
筒
鳥
で
あ
っ
て
竜
可

　
い
課
で
あ
つ
で
、
必
ず
し
も
其
貌
れ
か
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
ふ
筈
は
な
い
。
其
織
に
就
て
は

　
コ
『
ン
霜
倫
理
學
を
記
蓮
科
學
と
見
る
瑛
規
範
科
學
と
見
る
．
か
嫉
そ
れ
は
館
町
．
雌
の
彫
魁
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　
ま
　
ヒ

　
つ
て
．
科
學
に
野
す
る
利
盆
の
如
何
に
よ
っ
て
決
定
る
問
題
で
あ
る
（
溜
書
画
五
七
i
二
五
八
頁
）

　
と
い
っ
て
み
る
の
は
正
當
で
あ
る
。
し
か
し
是
は
記
述
，
規
範
学
豊
科
學
の
成
立
を
認
容
し
て
の

　
上
の
こ
と
で
あ
っ
て
．
規
範
科
學
な
る
竜
の
が
、
科
學
と
し
て
如
何
に
し
て
成
立
す
る
か
疑
問
と
な

　
つ
て
み
る
竜
の
に
は
、
コ
誓
ン
の
此
．
町
明
は
ま
だ
要
織
に
殺
れ
て
る
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
私
を
以
て
之
を
観
れ
ば
、
認
述
、
規
範
の
爾
種
科
學
は
，
コ
距
ン
の
調
い
π
や
う
に
音
律
的
に
交
代
、

　
す
る
竜
の
な
る
か
、
野
望
コ
ン
ト
や
レ
ヴ
ィ
・
ブ
ル
ユ
璽
ル
な
ど
の
論
じ
た
や
う
に
．
科
學
の
螢
達
の
幼
稚

　
撃
墜
に
は
規
範
的
で
、
成
熟
「
し
π
時
に
は
記
述
的
、
論
朋
的
に
な
る
も
の
で
あ
る
か
、
そ
れ
等
は
む
し

糠　

?
第
二
衣
蝕
の
問
題
で
あ
っ
て
、
第
一
次
醜
の
問
題
は
、
此
等
の
爾
種
科
學
は
果
し
て
成
立
す
る
か
、

　
　
　
　
　
醗
會
秘
壌
の
魏
褒
に
翻
・
ず
る
コ
ー
ン
の
菟
鯉
…
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
先
、



　
　
　
　
　
暫
醗
醗
究
　
策
孟
＋
五
魏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蝋
O

曝
成
立
す
る
と
せ
は
．
其
論
理
的
性
質
は
如
何
な
る
竜
の
ぞ
あ
る
か
と
い
ぶ
こ
と
淀
存
す
る
。
此
問

1

　
題
の
工
賃
に
つ
き
て
は
猫
謙
聾
ン
ば
か
う
で
な
い
、
從
來
此
問
題
を
論
じ
だ
多
く
の
學
者
竜
同
様

　
で
あ
る
が
、
』
種
の
謬
見
を
有
ρ
て
る
る
や
う
父
見
ゆ
る
。
．
其
謬
見
と
い
ふ
の
は
、
詮
明
と
い
ム
語

　
の
解
繹
に
つ
い
て
で
あ
る
。
男
心
に
説
明
と
い
ぶ
の
は
、
盗
る
事
實
叉
は
現
象
の
中
に
存
す
る
因

　
果
の
關
係
を
明
に
す
る
乙
と
で
あ
．
る
と
か
、
叉
は
具
象
的
な
事
實
を
抽
象
的
な
法
則
叉
は
原
理
に

　
三
元
す
る
芝
で
あ
る
と
．
か
い
ふ
や
う
に
解
ぜ
ら
れ
て
る
る
。
苦
し
三
明
と
い
ふ
ご
と
が
さ
う
し

　
π
性
質
の
竜
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
読
明
科
學
と
は
因
果
法
で
組
織
さ
れ
た
認
識
盤
系
で
あ
る
と
い
・

　
ふ
こ
と
に
．
な
る
。
し
か
し
此
「
雪
明
」
の
詮
明
は
不
備
で
あ
っ
て
、
説
明
に
は
因
果
の
關
係
を
明
か
に

　
す
る
と
い
ふ
こ
と
の
以
外
に
、
猶
目
的
と
手
段
と
の
蓮
鎖
を
關
明
す
る
と
い
ふ
こ
と
竜
あ
る
。
卑

　
近
嫁
る
一
例
で
之
を
読
明
す
れ
ば
、
愛
に
手
を
動
か
し
イ
机
上
の
ペ
ン
を
執
っ
た
と
い
ふ
葉
群
が
」

　
あ
る
と
す
る
。
．
其
事
實
に
つ
い
て
筋
肉
の
蓬
動
の
因
果
關
係
等
を
明
に
す
る
竜
一
種
の
長
暦
で

　
あ
ウ
、
叉
そ
は
字
を
書
か
ん
が
爲
あ
で
あ
る
と
い
ふ
の
竜
、
更
に
他
の
一
種
の
論
羽
で
あ
る
。
前
者

　
の
二
士
で
も
舛
の
認
識
系
統
が
出
捨
て
、
吾
人
の
論
理
心
は
満
足
し
・
後
．
者
の
平
明
で
も
黒
門
．
種
の

　
認
識
帯
磁
が
出
曾
て
、
吾
入
の
論
理
心
は
満
足
す
る
。
か
や
3
に
論
明
に
は
二
種
類
が
可
能
で
あ

　
る
。
さ
て
か
や
う
に
二
種
類
あ
る
乏
し
て
、
前
者
は
因
果
の
三
明
で
あ
る
が
．
徴
に
之
を
因
果
的
詮



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
レ
ぎ
ロ
ほ
ギ
ヅ
シ
オ

　
　
明
と
名
づ
け
、
後
者
は
目
的
と
手
段
の
笹
蟹
で
あ
る
が
故
に
、
之
を
有
極
的
説
明
と
い
ぶ
こ
と
が
繊

　
　
察
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
、

　
　
　
若
し
設
明
と
い
ふ
こ
と
を
因
果
の
辛
勝
を
明
か
に
す
る
ご
と
で
あ
る
と
し
た
な
ら
ば
、
以
上
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ウ
ザ
サ
テ
匿
ト
　
　
　
　
　
　
　

．
　
　
　
　
　
　
　
ナ
ツ

　
　
事
柄
は
猶
之
を
次
の
如
く
読
明
す
る
こ
と
が
出
來
る
。
曰
く
、
因
果
性
に
二
種
類
あ
る
。
　
一
は
自

　
　
〒
ア
カ
ウ
炉
り
雪
ト
　
　
　
　
，
’
　
テ
レ
ロ
オ
。
L
ギ
y
シ
エ
易
ヲ
ザ
2
プ
「
卜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

　
　
然
的
因
果
性
で
あ
っ
て
、
他
は
有
極
的
「
因
果
牲
で
あ
る
。
読
明
と
は
右
二
種
の
中
軌
れ
か
の
因

　
’
果
性
を
朔
に
す
る
乙
と
で
あ
る
。
．
か
や
う
に
．
解
羅
す
る
≧
と
が
出
來
る
。
更
に
換
言
す
れ
ば
自

　
　
然
的
因
果
性
は
知
力
の
論
理
の
形
式
で
あ
っ
て
、
有
極
的
因
果
性
は
意
思
の
論
理
の
形
式
で
あ
る
．

　
　
と
い
ふ
こ
と
が
出
來
る
。

　
　
　
か
や
う
に
因
果
性
に
二
種
あ
多
が
、
是
等
は
皆
吾
人
の
経
験
統
一
の
原
理
と
な
る
こ
と
が
出
家

　
　
る
。
か
く
て
統
一
さ
れ
た
る
経
験
は
所
謂
科
學
と
い
ふ
も
の
・
．
で
あ
る
。
故
に
科
攣
は
聖
柄
に
よ

　
・
つ
て
其
統
一
原
理
を
．
異
に
す
る
こ
と
が
あ
る
も
、
し
か
し
其
視
明
科
學
π
る
に
於
て
は
、
炉
つ
れ
の

　
　
原
理
で
統
一
さ
れ
．
て
る
π
慮
で
、
何
等
異
は
な
い
筈
で
あ
る
。
然
る
に
諏
「
ゾ
を
始
め
ヴ
ン
ト
其

　
　
他
の
多
く
の
學
者
は
自
然
助
因
果
性
に
依
る
誘
明
を
與
へ
る
科
學
を
ば
、
之
を
読
明
．
科
穰
と
稻
し
、

　
　
之
に
反
し
て
有
極
的
因
果
性
に
依
る
衛
星
を
輿
へ
る
そ
れ
を
ば
、
之
を
規
範
科
學
と
名
づ
け
て
，
爾

煽
者
讐
蕉
の
・
や
う
に
読
一
の
で
あ
る
。
昆
れ
私
が
彼
等
の
考
察
を
謬
れ
う
と
穿
所
以
で

　
　
　
　
　
　
瀦
愈
科
灘
・
の
性
質
に
欄
す
る
コ
」
ン
の
見
解
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
ら



哲
轟
．
研
、
塊
　
第
五
や
五
號

、
・
一
三

鵬
あ
る
。

一

　
　
セ
ゾ
ス
は
遣
徳
の
ナ
チ
ュ
ラ
ぞ
ヒ
ス
ツ
リ
謬
の
研
究
は
自
然
科
學
で
あ
う
、
詮
明
科
學
で
あ
る
が
、
濫

　
徳
の
原
理
の
研
究
は
規
範
科
學
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
勢
い
て
る
る
が
、
謂
ふ
所
の
道
徳
の
ナ
チ
ュ

　
、
ラ
ル
、
ヒ
メ
ツ
ヲ
蓄
と
は
如
何
な
竜
の
で
あ
ら
う
か
。
エ
ス
タ
訂
マ
ル
ク
や
、
ホ
ッ
プ
ハ
ウ
ス
な
ど
の

　
研
究
は
定
め
し
そ
う
し
π
竜
の
で
あ
ら
5
。
し
か
し
彼
等
の
説
明
は
す
べ
て
有
極
的
因
果
性
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

　
よ
る
所
の
聖
餐
で
あ
る
。
そ
れ
が
自
然
科
學
で
あ
う
、
論
明
科
學
で
あ
る
な
ら
、
原
理
の
研
究
は
、
何

　
故
説
明
科
學
だ
ウ
得
蹟
で
あ
ら
う
か
。

　
　
私
は
か
や
う
，
に
弩
へ
て
る
の
で
、
コ
言
ン
の
最
大
効
果
に
依
る
所
の
暑
律
的
交
代
の
説
は
、
極
め

　
て
器
用
な
竜
の
ぞ
あ
る
が
．
實
は
甚
し
く
蛋
協
釣
な
、
一
五
堂
上
で
は
許
し
難
い
二
葉
的
な
竜
の

　
と
思
ふ
。
（
了
）


